
　

大
東
亜
会
議
に
は
、
日
本
の
同
盟
国
も
し
く
は
日
本
が
旧
宗
主

国
を
放ほ

う

逐ち
く

し
た
後
に
独
立
し
た
各
国
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
国
は
次
の
通
り
で
す
。

　

日
本（
東
條
英
機
首
相
）

　

中
華
民
国（
南
京
）国
民
政
府（
汪お

う
ち
ょ
う
め
い

兆
銘
行
政
院
長
）

　

満
州
国（
張
景け

い
け
い恵

国
務
総
理
大
臣
）

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国（
ホ
セ
・
ラ
ウ
レ
ル
大
統
領
）

　

ビ
ル
マ
国（
バ
ー
・
モ
ウ
首
相
）

　

タ
イ
王
国（
ワ
ン
ワ
イ
タ
ヤ
ー
コ
ー
ン
親
王
＝
首
相
代
理
）

　

ま
た
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
自
由
イ
ン
ド
仮
政
府
首
班
の

チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ
っ
た
マ
ラ
イ
や
、
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民

地
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
会
議
の
開
催
当
時
は
日
本
軍
の

＜

第
二
章＞

知
ら
れ
ざ
る
日
本
裏
面
史

〜
大
東
亜
戦
争
は
果
た
し
て
聖
戦
だ
っ
た
の
か
？
〜

　

―
―
大
東
亜
会
議
―
―

　　

欧
米
列
強
諸
国
に
よ
っ
て
併へ

い
ど
ん呑

、
植
民
地
化
さ
れ
た
ア
ジ
ア
各

地
に
同
情
し
、
心
か
ら
そ
の
独
立
の
支
援
と
連
帯
を
志
し
た
大
ア

ジ
ア
主
義
と
異
な
り
、
日
本
中
心
の
ア
ジ
ア
経
済
圏
を
確
立
す
べ

く
日
本
の
官
僚
が
構
想
し
た
の
が
大
東
亜
共
栄
圏
で
し
た
。

　

大
東
亜
共
栄
圏
構
想
の
中
で
、
高
く
評
価
で
き
る
こ
と
は
、
昭

和
十
八（
一
九
四
三
）年
十
一
月
五
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た“
大

東
亜
会
議
”と
そ
の
時
に
採
択
さ
れ
た“
大
東
亜
共
同
宣
言
”で
す
。

● 

第
11
回

占
領
下
で
あ
っ
た
た
め
に
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
東
亜
会
議
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た『
大
東
亜
共
同
宣
言
』は
次

の
通
り
で
す
。

　

抑
〻
世
界
各
國
ガ
各
其
ノ
所
ヲ
得
相
倚
リ
相
扶
ケ
テ
萬
邦
共
榮

ノ
樂
ヲ
偕
ニ
ス
ル
ハ
世
界
平
和
確
立
ノ
根
本
要
義
ナ
リ
。

　

然
ル
ニ
米
英
ハ
自
國
ノ
繁
榮
ノ
爲
ニ
ハ
他
國
家
他
民
族
ヲ
抑
壓

シ
特
ニ
大
東
亞
ニ
對
シ
テ
ハ
飽
ク
ナ
キ
侵
略
搾
取
ヲ
行
ヒ
大
東
亞

隷
屬
化
ノ
野
望
ヲ
逞
ウ
シ
遂
ニ
ハ
大
東
亞
ノ
安
定
ヲ
根
柢
ヨ
リ
覆

サ
ン
ト
セ
リ
大
東
亞
戰
爭
ノ
原
因
茲
ニ
存
ス
。

　

大
東
亞
各
國
ハ
相
提
携
シ
テ
大
東
亞
戰
爭
ヲ
完
遂
シ
大
東
亞
ヲ

米
英
ノ
桎
梏
ヨ
リ
解
放
シ
テ
其
ノ
自
存
自
衞
ヲ
全
ウ
シ
左
ノ
綱
領

ニ
基
キ
大
東
亞
ヲ
建
設
シ
以
テ
世
界
平
和
ノ
確
立
ニ
寄
與
セ
ン
コ

ト
ヲ
期
ス
。

一
、
大
東
亞
各
國
ハ
協
同
シ
テ
大
東
亞
ノ
安
定
ヲ
確
保
シ
道
義
ニ

基
ク
共
存
共
榮
ノ
秩
序
ヲ
建
設
ス
。

一
、
大
東
亞
各
國
ハ
相
互
ニ
自
主
獨
立
ヲ
尊
重
シ
互
助
敦
睦
ノ
實

ヲ
擧
ゲ
大
東
亞
ノ
親
和
ヲ
確
立
ス
。

一
、
大
東
亞
各
國
ハ
相
互
ニ
其
ノ
傳
統
ヲ
尊
重
シ
各
民
族
ノ
創
造

性
ヲ
伸
暢
シ
大
東
亞
ノ
文
化
ヲ
昂
揚
ス
。

一
、
大
東
亞
各
國
ハ
互
惠
ノ
下
緊
密
ニ
提
携
シ
其
ノ
經
濟
發
展
ヲ

圖
リ
大
東
亞
ノ
繁
榮
ヲ
增
進
ス
。

一
、
大
東
亞
各
國
ハ
萬
邦
ト
ノ
交
誼
ヲ
篤
ウ
シ
人
種
的
差
別
ヲ
撤

廢
シ
普
ク
文
化
ヲ
交
流
シ
進
ン
デ
資
源
ヲ
開
放
シ
以
テ
世
界
ノ

進
運
ニ
貢
獻
ス
。

　

こ
の『
大
東
亜
共
同
宣
言
』は
、
東
洋
の
碩せ

き
が
く学

と
謳う

た

わ
れ
た
大
ア

ジ
ア
主
義
者
で
維
新
者
で
あ
っ
た
大
川
周

し
ゅ
う

明め
い

博
士
ら
が
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

大
東
亜
会
議
の
開
催
と『
大
東
亜
共
同
宣
言
』が
あ
る
限
り
、
世

界
史
に
お
け
る
大
東
亜
戦
争
は
、
断
じ
て
侵
略
戦
争
で
は
な
く
、

「
ア
ジ
ア
解
放
の
た
め
の
戦
争
で
あ
っ
た
」と
言
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

―
―
昭
和
天
皇
は
謀
略
を
望
ま
れ
た
の
か
？
―
―

　

大
東
亜
戦
争
は
、
果
た
し
て
支
那
事
変
を
ど
う
総
括
す
る
か
が

大
き
な
問
題
で
す
。

　

支
那
事
変
の
原
因
を
究
明
す
る
に
は
、
清
末
か
ら
辛し

ん

亥が
い

革
命
前

後
の
日
中
関
係
を
見
て
、
分
析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
日
本
政
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
フ
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ラ
ン
ス
の
内
政
干
渉
や
外
交
的
な
圧
力
を
恐
れ
て
、
孫
文
に
代
表

さ
れ
る
中
華
革
命
運
動
に
対
し
て
理
解
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
政
府
は
結
局
、
孫
文
の
亡
命
も
認
め
る
こ
と
は
な
く
、
彼

を
国
外
に
追
い
出
し
ま
し
た
。

　

日
本
政
府
が
、
辛
亥
革
命
の
後
に
支
持
し
た
の
は
、
北
洋
軍ぐ

ん

閥ば
つ

で
し
た
。
つ
ま
り
袁え

ん
せ
い
が
い

世
凱
で
す
。　

　

日
本
政
府
は
、
袁
世
凱
が
皇
帝
に
な
る
こ
と
を
認
め
る
代
わ
り

に“
対
支
二
十
一
カ
条
々
約
”を
突
き
つ
け
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
玄
洋
社
や
黒
龍
会
の
人
々
は
、
断
固
反
対
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
は
、「
長
城
以
北
の
満
蒙
は
、
中
国
で
は
な
い
の
で
、

革
命
後
は
日
本
に
委
ね
る
」と
し
て
、
満
洲
問
題
に
つ
い
て
孫
文

が
認
め
て
い
る
た
め
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
孫
文
が
政
権
の

座
に
つ
い
た
際
に
彼
と
直
接
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
で
、
平
和
裡り

に
満
洲
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
し
た
。

　

し
か
し
、
孫
文
を
新
政
権
か
ら
追
い
や
っ
た
袁
世
凱
と
密
約
の

よ
う
な
形
で
満
洲
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
す
れ
ば
、
日
中
関
係

が
近
い
将
来
、
悪
化
す
る
に
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
関
東
軍
の
謀
略
に
よ
っ
て
建
国
さ
れ
た
、
満
洲
帝

国
に
対
し
て
頭
山
満
は
、「
気
が
す
す
ま
な
い
」と
い
っ
て
、
反
対

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
頭
山
や
内
田
に
代
表
さ
れ
る
玄
洋
社
や
黒
龍
会
の

人
々
は
、
満
洲
帝
国
建
国
以
前
に
パ
プ
チ
ャ
ッ
プ
に
代
表
さ
れ
る

人
々
が
行
っ
た
満
蒙
独
立
運
動
に
対
し
て
は
、
絶
大
に
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

彼
ら
は
、
大
ア
ジ
ア
主
義
の
理
念
に
基
づ
き
、
満
蒙
の
民
族
が

自
主
的
に
行
っ
た
民
族
独
立
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
当
時
の
日
本
政
府
は
、
そ
う
し
た
現
地
の
民
族

独
立
運
動
に
関
係
な
く
、
謀
略
に
よ
っ
て
国
を
建
国
す
る
と
か
、

イ
ン
フ
ラ
を
建
設
す
る
と
か
い
う
こ
と
を
強
引
に
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
大
ア
ジ
ア
主
義
の
理
念
と
真
逆
な
も
の
で
し
た
。
民
族

独
立
な
ど
の
主
張
は
、
一
見
、
大
ア
ジ
ア
主
義
も
日
本
の
国
策
も

同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
違
う

こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
政
府
は
、
孫
文
に
代
表
さ
れ
る
中
華
革
命
を
潰
し
て
、
そ

れ
と
は
反
対
の
北
洋
軍
閥
を
支
持
し
ま
し
た
。

　

袁
世
凱
の
没
後
に
軍
閥
が
跋ば

っ

扈こ

し
て
、
戦
国
時
代
さ
な
が
ら
と

な
っ
た
中
華
民
国
の
主
人
に
と
、
日
本
が
据す

え
た
の
は
、
元
々
反

日
的
だ
っ
た
馬
賊
出
身
の
張
作さ

く
り
ん霖

で
し
た
。

　

日
本
の
軍
部
は
、
彼
を
引
っ
張
り
出
し
て
お
き
な
が
ら「
張
作

霖
は
、
日
本
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
か
ら
殺
し
て
し
ま
え
」と

言
っ
て
、
彼
を
爆
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
根
本
的
な
原
因
は
、
優
柔
不
断
で
常
に
後
手
に
回
る
日
本

外
交
の
愚
か
さ
に
業
を
煮
や
し
た
日
本
陸
軍
の
危
機
感
か
ら
来
る

苛い
ら

立だ

ち
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

国
防
の
任
を
担に

な

う
軍
部
は
、
日
本
外
交
が
後
手
に
回
っ
た
結
果
、

中
国
大
陸
は
完
全
に
欧
米
列
強
に
支
配
さ
れ
、
特
に
日
露
戦
争
の

多
大
な
犠
牲
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
満
洲
侵
略
を
阻
止
し
た
結
果

で
得
た
、
満
蒙
の
特
殊
権
益
を
失
い
、
ソ
連
や
欧
米
に
よ
っ
て
満

蒙
が
再
び
植
民
地
化
さ
れ
、
日
本
が
日
露
戦
争
当
時
の
よ
う
な
国

防
的
な
危
機
に
陥お

ち
い

る
こ
と
を
大
変
に
恐
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
参
謀
を
中
心
と
し
た
日
本
陸
軍
は
、
実
力
を
行
使
し

て
で
も
満
蒙
を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
し
た
。

　

国
防
に
責
任
を
負
う
軍
部
の
焦し

ょ
う
そ
う燥

感
は
一
理
あ
る
と
し
て
も
、

果
た
し
て
そ
う
し
た
謀
略
的
な
行
動
が
日
本
人
の
正
義
だ
と
言
い

切
れ
る
の
か
否
か
を
詳
し
く
検
討
し
て
、
総
括
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
総
括
で
極
め
て
重
要
に
な
る
の
が
、
天
皇
陛
下
の
お
気
持

ち
で
す
。

　
「
満
洲
某
重
大
事
件
」即
ち
張
作
霖
爆
殺
に
対
し
て
、
天
皇
陛
下

は
す
ご
く
お
怒
り
に
な
ら
れ
て
、
当
時
首
相
で
あ
っ
た
田
中
義ぎ

一い
ち

を
呼
ば
れ
て
、「
お
前
の
言
う
こ
と
は
信
用
で
き
な
い
」と
仰お

お

せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
田
中
義
一
内
閣
は
総
辞
職
し
ま
し

た
。

　

国
の
中
枢
に
い
る
人
間
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
常
に
、
特
別
に

天
皇
陛
下
の
お
気
持
ち
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
昭
和
天

皇
は
、
張
作
霖
爆
殺
や
関
東
軍
の
手
に
よ
る
満
洲
建
国
を
果
た
し

た
謀
略
を
望
ん
で
お
ら
れ
た
の
か
？ 

私
は
断
じ
て
そ
れ
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
日
中
関
係
の
中
で
生
じ
た
支
那
事
変
、
そ
し
て
そ
の

延
長
線
上
に
勃ぼ

っ
ぱ
つ発

し
た
の
が
、
大
東
亜
戦
争
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
大
東
亜
戦
争
は
果
た
し
て
聖
戦
だ
っ

た
の
か
？
」と
問
い
詰
め
ら
れ
た
時
に
、「
聖
戦
だ
っ
た
」と
、
堂
々

と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

大
東
亜
戦
争
を
総
括
し
た
時
、「
大
東
亜
戦
争
は
、
明
治
維
新

以
来
の
欧
米
に
追
従
し
た
日
本
外
交
に
よ
っ
て
日
本
に
国
防
的
な

危
機
を
齎も

た
ら

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
軍
部
の
危
機
感
か
ら
来
る
焦
燥
が

根
本
的
な
原
因
と
な
っ
て
勃
発
し
た
戦
争
だ
っ
た
」と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
今
日
、
東
京
裁
判
史
観
に
基
づ
く
大
東
亜
戦
争
を
侵

略
戦
争
だ
っ
た
と
決
め
つ
け
た「
日
本
自
虐
史
観
」や
、
す
べ
て
日

本
の
行
動
が
正
義
で
あ
っ
た
と
す
る「
大
東
亜
戦
争
聖
戦
史
観
」の

両
極
端
の
二
つ
の
大
東
亜
戦
争
の
史
観
が
二
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
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自
体
こ
そ
が
、
大
東
亜
戦
争
の
本
質
を
見
誤
る
も
の
で
す
。

　

明
治
維
新
以
降
の
日
本
は
、
薩
長
藩
閥
政
府
に
よ
る
支
配
体
制

の
中
、
常
に
欧
米
追
従
外
交
を
展
開
し
続
け
た
結
果
、
中
国
大
陸

を
巡
っ
て
欧
米
列
強
諸
国
と
利
権
が
対
立
し
た
こ
と
を
発
端
と
し

て
、
遂つ

い

に
日
本
が
戦
争
へ
と
追
い
詰
め
ら
れ
た
挙あ

げ

句く

が
、
大
東
亜

戦
争
だ
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

西
郷
隆
盛
を
死
に
追
い
や
り
、
日
韓
合
邦
を
併
合
に
す
り
替
え

た
日
本
政
府
の
ア
ジ
ア
に
対
す
る
傲ご

う
ま
ん慢

さ
は
、
逆
に
欧
米
列
強
諸

国
に
対
す
る
卑ひ

屈く
つ

さ
の
現
れ
で
し
た
。
そ
の
卑
屈
さ
と
傲
慢
さ
が

入
り
混
じ
っ
て
支
那
事
変
と
な
り
、
大
東
亜
戦
争
へ
の
道
を
日
本

が
歩
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
明
治
維
新
以
降
、
第
二
維
新
が
尽

こ
と
ご
とく

弾
圧
さ
れ
潰
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
薩
長
藩
閥
政
府
と
い
う
新
た
な
幕
府
的
勢
力
が
日

本
を
支
配
し
続
け
た
結
果
が
大
東
亜
戦
争
へ
と
日
本
を
追
い
込
ん

で
行
っ
た
と
い
う
事
実
を
我
々
は
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
考
え
た
時
に
、
西
郷
隆
盛
に
代
表
さ
れ
、
戦
前
で
は
、
昭

和
維
新
運
動
と
い
う
第
二
維
新
運
動
こ
そ
、
日
本
の
救
国
運
動
で

あ
り
、
私
は「
日
本
自
虐
史
観
」や「
日
本
聖
戦
史
観
」と
い
う
対
立

す
る
両
極
端
な
史
観
こ
そ
、
日
本
の
将
来
を
誤
る
も
の
だ
と
強
く

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
よ
り
も
第
二
維
新
の
立
場
に
立
っ
た
、「
維
新
史
観
」と
い

う
新
た
な
歴
史
観
、
大
東
亜
戦
争
史
観
の
確
立
こ
そ
、
日
本
の
将

来
と
救
国
の
た
め
に
急
務
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

―
―
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本

　
　
　
　
　
　
『
大
義
』に
記
さ
れ
た
陸
軍
の
姿
―
―

　

支
那
事
変
で
壮
烈
な
戦
死
を
遂
げ
て
、
軍
神
と
讃
え
ら
れ
た
杉

本
五
郎
中
佐
の
遺
稿
集
が
、『
大
義
』と
題
し
て
、
平
凡
社
か
ら
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
三（
一
九
三
八
）年
五
月
の
こ
と
で
す
。

　

同
書
は
、
終
戦
に
至
る
ま
で
に
二
十
九
版
を
重
ね
、
一
三
〇
万

部
を
超
え
る
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
『
大
義
』は
、
伏
せ
字
箇
所
も
多
く
、
そ
れ
は
す
べ
て
皇
軍
を
批

判
す
る
箇
所
で
し
た
。
そ
の
伏
せ
字
箇
所
は
、
杉
本
中
佐
を
極
め

て
尊
敬
す
る
人
々
の
手
に
よ
っ
て
密ひ

そ

か
に
復
元
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
復
元
さ
れ
た
伏
字
箇
所
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。

　

杉
本
中
佐
は
、
当
時
の
日
本
陸
軍
に
つ
い
て
、

　
「
大
義
明
白
な
る
戦
争
発
起
も
、
之
に
従
ふ
上
下
、
大
義
不
分

明
な
ら
ば
、
各
々
自
己
を
執
っ
て
そ
の
保
存
に
懸
命
の
努
力
を
終

始
せ
ん
。

　

上
は
其
の
功
を
競
ひ
て
他
の
損
傷
を
顧
み
ず
、
下
は
自
己
保
存

の
極
限
を
発
揮
し
て
上
を
怨え

ん

嗟さ

す
。
一
度
敵
地
を
占
領
す
れ
ば
敵

国
民
族
な
る
所ゆ

え
ん以

を
以
て
殺
傷
し
て
飽
く
事
な
し
、
掠

り
ゃ
く

奪だ
つ

し
て
留

る
処と

こ
ろ

を
知
ら
ず
。
悲
し
む
べ
し
、
万
端
悉

こ
と
ご
とく

皇
軍
の
面
目
更
に
無

し
」（
杉
本
五
郎
中
佐
遺
稿『
大
義
』私
家
版
、
杉
田
幸
三
編
集
・
発
行
、

昭
和
四
一
年
。
七
一
頁
）

　

と
、
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
皇
軍
は
、
神
将
、
神
兵
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
此
の
精
神
だ

に
徹
骨
徹
髄
透
徹
し
あ
ら
ば
、
忌い

む
べ
き
、
皇
軍
汚
辱
の
自
己
功

名
保
存
の
利
己
的
戦
争
と
は
な
ら
ざ
る
な
り
」

　

と
断
言
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
戦
場
に
お
け
る
皇
軍
の
様
子
に
つ
い
て
、

　
「
一
会
戦
終
る
毎
に
、
上
下
の
秩
は
愈い

よ
い
よ々

乱
れ
下
は
増
長
慢
と

な
り
、
自
己
所
属
の
将
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
全
く
無
差
別
下
克
上
と

な
り
上
之
を
指
導
す
る
の
明
識
を
欠
き
、
功
名
に
酔
ひ
て
一
時
を

糊こ

塗と

し
て
、
皇
軍
崩
壊
の
遠
因
素
因
を
為
し
、
皇
国
の
安
危
慮
外

に
在
る
も
の
の
如
し
。
皇
軍
緒し

ょ
せ
ん戦

に
於
い
て
既
に
然
り
」（『
前
掲

書
』、
七
三
頁
）

　

と
記
し
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
杉
本
中
佐
は
、

　
「
世
界
興
亡
の
足
跡
を
仔
細
に
検
討
せ
よ
。
其
の
滅
亡
の
最
大

原
因
は
常
に
飽
く
な
き
利
己
心
、
停
止
を
知
ら
ざ
る
自
己
保
存
な

ら
ず
や
。
斯か

く
し
て
今
次
の
戦
争
は
帝
国
主
義
戦
争
に
し
て
、
亡

国
の
緒
戦
と
人
謂い

は
ん
に
、
何
人
是こ

れ

に
抗
弁
し
う
る
も
の
ぞ
。
国

の
頽た

い

廃は
い

に
導
く
も
の
は
共
産
輩
に
非
ず
、
人
民
戦
線
に
非
ず
、
乃な

い

至し

社
会
主
義
に
も
非
ず
。
此
等
の
主
義
は
日
本
精
神
練
磨
の
大
砥

石
鳴
り
、
為た

め

に
皇
精
神
は
愈
々
光
を
放
つ
。
亡
国
は
底
な
き
自
己

保
存
、
飽
く
な
き
利
己
心
に
あ
る
の
み
」（『
前
掲
書
』、
七
三
～

七
四
頁
）

　

と
喝か

っ

破ぱ

し
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
興
亡
の
原
因
を
強
い
自
己
保
存
と
飽
く
な
き
利
己
心
と

し
て
い
る
の
が
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
中
佐
は
日
本
軍
に
対
し
て
こ
う
忠
告
し
て
い
ま
す
。

　
「
軍
よ
、
挙
軍
功
名
心
を
去
れ
、
自
己
保
存
の
汚
体
よ
り
脱
却

せ
よ
。
戦
い
は
先ま

づ
心
に
向
っ
て
開
始
せ
よ
。
一
身
の
維
新
を
計

り
て
、
真
の
日
本
軍
人
に
蘇
生
せ
よ
。
か
く
し
て
、
始
め
て
軍
は
、

皇
軍
、
将
は
神
将
兵
は
神
兵
、
戦
い
は
聖
戦
な
り
」

　

こ
れ
ら
言
葉
は
、
軍
神
と
讃
え
ら
れ
た
、
杉
本
中
佐
の
遺
言
で

す
。

　

杉
本
五
郎
中
佐
は
、
詔

し
ょ
う

勅ち
ょ
くが

な
い
、
大
義
が
明
白
で
な
い
支
那

事
変
に
つ
い
て
の
現
状
を
述
べ
、
そ
の
憂
国
至
情
を
吐と

露ろ

し
て
い

る
の
で
す
。

―
―
国
を
憂
う
る
維
新
者
、
児
玉
誉
士
夫
の
手
記
―
―
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戦
後
、
右
翼
の
フ
ィ
ク
サ
ー
と
し
て
世
間
か
ら
畏い

怖ふ

さ
れ
た
児

玉
誉よ

士し

夫お

は
、
戦
争
中
は
児
玉
機
関
を
組
織
し
て
、
戦
火
の
中
国

大
陸
で
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。　

　

こ
の
時
に
彼
は
、
日
本
軍
の
乱
暴
な
こ
と
を
目
撃
し
て
、
や
は

り
支
那
事
変
を
批
判
し
て
い
ま
す
。
児
玉
は
、

　
「
こ
の
眸ひ

と
み

、
こ
の
聴
覚
に
よ
っ
て
と
ら
え
た
日
本
軍
の
実
体
は

…
…
ま
さ
に
百
鬼
昼
行
、
奇
々
怪
々
で
あ
っ
た
。（
中
略
）時
す
で

に
、
日
本
軍
と
し
て
の
真
面
目
、
そ
し
て
厳
正
な
る
べ
き
軍
規
は

う
し
な
わ
れ
、
あ
る
も
の
は
た
だ
泡
沫
の
よ
う
な
痴
者
の
勝
利
感

だ
っ
た
。

　

わ
た
し
は
あ
ま
り
の
極
端
さ
と
醜
悪
さ
に
、
じ
ぶ
ん
の
眼
を
、

耳
を
う
た
が
い
、『
こ
れ
が
生
死
を
賭
け
て
の
、
日
本
民
族
の
興

廃
浮
沈
を
決
定
す
る
聖
戦
か
』と
、
あ
き
れ
も
し
失
望
し
な
い
で

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
」（
児
玉
誉
士
夫『
悪
政
・
銃
声
・
乱
世
』弘
文
堂
、

昭
和
三
六
年
、
一
六
二
頁
）

　

と
手
記
に
記
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
わ
れ
敗
れ
た
り
』の
中
で
児
玉
は
、

　
「
当
時
、
大
同
で
は
、
大
同
に
処
女
な
し
、
と
い
う
不
名
誉
な

言
葉
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
日
本
軍
の

恥
辱
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
占
領
地
の
寺
や
廟び

ょ
う

に

行
っ
て
み
て
も
、
中
国
人
が
朝
ば
ん
敬
信
し
三
拝
す
る
仏
像
の
首

な
ど
は
無
残
に
も
ふ
っ
飛
ば
さ
れ
、
そ
の
壁
に
は
、
何
年
何
月
、

何
部
隊
占
領
、
な
ど
と
ら
く
書
き
さ
れ
、
金か

な
く
ぎ
り
ゅ
う

釘
流
と
と
も
に
皇
軍

の
恥
を
か
き
残
し
て
い
た
。

　

人
間
が
神
や
聖
人
で
な
い
か
ぎ
り
、
ど
こ
の
国
の
軍
隊
で
も
戦

場
に
あ
っ
て
は
若
干
の
ま
ち
が
い
は
あ
る
と
し
て
も
、
当
時
、
日

ま
し
に
激
化
す
る
中
国
の
抗
日
思
想
の
源
は
、
た
だ
、
満
洲
事
変

の
み
に
そ
の
原
因
を
き
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現

地
に
あ
る
日
本
軍
の
常
識
は
ず
れ
の
行
為
こ
そ
、
一
そ
う
、
そ
れ

に
拍
車
を
か
け
る
結
果
に
な
っ
た
と
思
う
」（
児
玉
誉
士
夫『
わ
れ

敗
れ
た
り
』協
友
社
、
昭
和
二
四
年
、
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
）

　

と
記
し
、

　
「
宣
戦
の
詔
勅
な
き
戦
争
、
名
分
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
戦
い
、

日
華
事
変
は
、
畢ひ

っ

竟き
ょ
う、

王
師
で
な
く
驕

き
ょ
う

兵へ
い

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
、
自
分
は
大
陸
の
戦
場
に
旅
し
、
い
く
多
の
悲
惨
な
る
実
状
を

知
り
、
在
華
百
万
の
日
本
軍
が
、
聖
戦
の
師
な
る
か
、
侵
略
の
驕

兵
な
る
か
、
の
疑
問
に
悩
ま
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
は
自

分
の
み
で
は
な
く
、
恐
ら
く
多
く
の
人
々
が
考
え
さ
せ
ら
れ
た
問

題
と
思
う
」（『
前
掲
書
』一
〇
一
～
一
〇
二
頁
）

　

と
、
児
玉
誉
士
夫
は
、
杉
本
中
佐
と
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
彼
は
、

　
「
あ
る
日
、
自
分
は
中
国
の
映
画
館
に
入
っ
て
み
た
。
さ
い
初
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
う
つ
さ
れ
た
の
は
孫
文
氏
お
よ
び
蒋し

ょ
う（

介
石
）主
席

の
姿
と
、
抗
日
救
国
の
文
字
で
あ
っ
た
。
観
衆
は
熱
狂
し
、
拍
手

が
と
ど
ろ
い
た
。
そ
れ
を
み
て
、
自
分
は
目
が
し
ら
が
あ
つ
く
な

る
の
を
覚
え
た
。
中
国
の
民
衆
が
こ
の
よ
う
に
精
神
的
結
束
を
な

し
、
日
本
に
抗
争
し
て
い
る
と
き
、
日
本
で
は
事
変
の
局
部
的
の

一
時
的
勝
利
に
陶
酔
し
、
軍
人
も
官
僚
も
し
だ
い
に
堕
落
し
て

い
る
こ
と
思
う
と
、
日
本
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
、
こ
の
さ
き
ど
う

な
っ
て
行
く
の
だ
、
と
言
う
に
い
わ
れ
な
い
不
安
に
か
ら
れ
る
の

で
あ
っ
た
」（『
前
掲
書
』一
一
五
頁
）

　

彼
は
支
那
事
変
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
華
事
変
は
世
界
の
大
勢
と
、
近
代
の
中
国
を
認
識
し
て
い

な
か
っ
た
日
本
の
絶
対
的
失
敗
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
失
敗

の
中
か
ら
少
数
の
日
本
人
は
は
じ
め
て
底
知
れ
ぬ
中
国
の
力
を
知

り
、
ま
た
現
実
の
中
国
を
認
識
し
た
の
で
あ
る
が
、
よ
う
や
く
そ

れ
に
気
づ
き
知
っ
た
と
き
は
す
で
に
お
そ
く
、
中
国
に
お
け
る
一

さ
い
の
勢
力
と
そ
の
基
礎
は
崩
壊
し
大
陸
か
ら
追
放
さ
れ
る
日
が

迫
っ
て
い
た
」（『
前
掲
書
』二
一
八
頁
）

　

そ
し
て
児
玉
は
次
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
人
の
手
に
な
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
亡
び
さ
る
日
が
く
る

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
覇
者
と
思
い
あ
が
っ
た
も
の
の
末
路
で
あ
り

運
命
で
あ
る
」（『
前
掲
書
』二
一
八
頁
）

　

昭
和
四
四（
一
九
六
九
）年
十
二
月
六
日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
の
平
安
の
間
に
お
い
て
児
玉
誉
士
夫
は
、
岸
信
介
元
首
相
を

は
じ
め
、
政
財
、
文
化
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る

錚そ
う

々そ
う

た
る
著
名
人
、
約
一
千
人
を
招
待
し
、
日
本
の
近
代
史
を
謳

い
上
げ
た
抒じ

ょ
じ
ょ
う
し

情
詩『
民
族
の
歌
』の
発
表
会
を
開
き
ま
し
た
。
作
詞

者
で
あ
る
児
玉
誉
士
夫
は
、
そ
の
九
、十
番
の
歌
詞
の
中
で
、
支

那
事
変
を
次
の
よ
う
に
謳
っ
て
い
ま
す
。

　

九
、
広こ

う
ぼ
う袤

千
里
大
陸
に　

砲
火
に
ま
み
え
し
そ
の
敵
は　

　
　
　

同
じ
ア
ジ
ア
の
友
に
し
て　

永
遠
に
ぞ
悔
い
残
し
た
り

　

十
、
銃
火
で
越
え
し
万
里
城　

弾
雨
で
渡
る
大
黄
河　

　
　
　

さ
れ
ど
果
て
な
き
戦
い
に　

ア
ジ
ア
の
危
機
は
迫
り
た
り

　
　
（
児
玉
誉
士
夫
作
詞
、
古
賀
政
男
作
曲
、『
民
族
の
歌
』）

田
中 

健
之
（
た
な
か
・
た
け
ゆ
き
）

歴
史
作
家
・
維
新
運
動
家
。
昭
和
38
年
11
月
５
日
生
ま
れ
。
福
岡
市
出
身
。

玄
洋
社
初
代
社
長
平
岡
浩
太
郎
の
直
系
の
曾
孫
で
、
黒
龍
会
を
創
立
し
た
内

田
良
平
の
血
脈
道
統
を
継
承
す
る
親
族
。
拓
殖
大
学
日
本
文
化
研
究
所
近
現

代
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
を
経
て
、
現
在
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

東
洋
学
研
究
所
及
び
モ
ス
ク
ワ
市
立
教
育
大
学
外
国
語
学
部
客
員
研
究
員
。

日
露
善
隣
協
會
々
長
、
2
0
0
8
年
に
黒
龍
會
を
再
興
し
会
長
に
就
任
。

主
な
著
書
に『
靖
国
に
祀
ら
れ
ざ
る
人
々
』、『
昭
和
維
新
』、『
北
朝
鮮
の
終

幕
』、『
実
は
日
本
人
が
大
好
き
な
ロ
シ
ア
人
』『
横
浜
中
華
街
』な
ど
。『
中
央

公
論
』『
正
論
』、『
歴
史
群
像
』な
ど
の
論
壇
誌
に
多
数
執
筆
。
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